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実験・測定結果報告

Lバンドクライストロン周りの放射線量測定（９０１２１２～9 0 １２ 13)

CCLグループがハイパワーテストを行なった際に測定した。測定場所を図ｌに、
測定結果を表ｌに示す。

表１．測定結果
(単位¥   u  S V /時）
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※測定条件
クライストロン印加電圧: １ i ０
（測定日時: 90１212    １3 : 33 ̅

クライストロン印加電圧：１１５
（測定日時：９０１２１２１４：５０～

クライストロン印加電圧: i ２ ０
（測定日時: ９0１2１3    １５ I 43 -

Ｉ … k V、繰り返し: 5 o pps
ｌ３：４２）
k V、繰り返し: 5 o pps
ｌ４：５６）
kV、繰り返し!  1 0 ppsⅡ Ｉ …

解、

※所内の区域管理基準
一般管理区域…>1.    ５   a S v/時

（放射線管理区域に属する）
周辺監視区域…>0.    ２   a S v/時

イグナイトロンエージング９ 0 1１3 0～9 10 １０ ７)

イグナイトロンと主回路のブッシング等をつないでいるケーブルを外し、イグナイ
トロンを囲んでいる円筒状シールド（イグナイトロンの陰極とつながっている）および
イグナイトロンとparallelにつながっている抵抗、コンデンサを取り外してエージング
を行なった。電源には＋の直流電源(1 5 0  k V,   ２ mA、ニチコン製、DCセパレ
ータグループ所有）を、電流制限用として５ OMn  (最初にi o omhを使用し、途中



から変更）の抵抗を用い、イグナイトロンは６本parallelにつないだ。（以上、図２参
照）
最初はイグナイトロンの陽極一陰極間に電圧が2５  kVしか印加できなかったが、

総計約４０時間直流電圧をかけた結果、５ 0 kV以上の電圧が印加出来るようになっ
た。
最終段階のデータを以下に示す。

＜電圧＞
・直流電源のメータの指針…5 0 k V
・ペンデコーダ（電源出力に接続）…５ 0 k V
・イグナイトロンの陽極一陰極間をつないだディジタルメータの読み

＜電流＞
・直流電源のメータの指針…６ 6 uk
・ペンデコーダ…６ 6 uk

癖

エージングの準備作業や復帰作業はニチコンにお願いした。
エージング中の電圧、電流波形で典型的と思われる部分を図３に示す。

UHFクライストロン電源クローバテスト9 10 １11)

日立によるUHFクライストロン電源の試験の際、クローバテストを行ない、あわ
せて波形の写真撮影を行なったので最後に掲載する。以下に簡単な考察を行なう。

＜クローバ電流＞
波形から計算されるピーク電流値は、
・ＤＣ１０ｋＶの時…～1 7 0 0 A
・ＤＣ２０ｋＶの時…～3 ４ 0 0 A
・ＤＣ３０ｋＶの時…～5 ２ ０ ０ A
・ＤＣ４０ｋＶの時…～7 ０ ０ ０ A

となっている。検出器は設計ではCT 1 1 0   (最大ピーク電流５ ０ ０ 0 A
だったが、クローバテスト前にCT３ 0 ２ ５   (最大ピーク電流2 0 0 0 ０ A
に変更している。
上記結果から、定格値DC  1 1 0  kVの時のピーク電流値は、～2 0 0 ０
0 Aと予想きれる。

侭、

＜クローバ動作時のきょう体電位＞
クローバ動作時のクローバきょう体、制御きょう体と接地線との間の電圧を

測定した。瞬間的･にk Vオーダーの電位になっていることがわかる。翌日コン



？

デンサを挿入して改善を図ったが、 その時のデー 夕は日立が検討している。
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図2   (a)  .クローバきょう体内部 図2   (b)．円筒状シールド内部
イグナイトロンとparallelに抵抗、コンデンサ
がつながっている。《Ｌ
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図2   (c)  .エージング中の外観
手前下が直流電源本体、出力ケーブルを

脚立で支える。
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図2   (d)  .エージング中の内部配線(1)
イグナイトロン陽極を網線でつないで６本parallelにし、

電源の出力ケーブルにつながっている芯流制限抵抗
(中央一番上）とをクリップ線で結ぶ。

図2   (e)  .エージング中の内部配線(2)
イグナイトロン陰極を網線でつないできょう体と結ぶ。



《Ｌ
図3   (a)  .エージング中の電圧、電流波形(1)

電流は最初少しずつ上昇（温度が上昇してイグナイトロン全体の抵抗値が減少する
ためと思われる）、しばらくして振動を始める（イグナイトロンの陽極および内壁に付
着していた水銀がとれ陰極に達するため電流が一時的に増加、これが断続的に起こるた
めと考えられる）。約７０分２３０～2 4 0  u A程度の電流が流れ続けた後、断続
的に電流が減少（管内の小量のガスが放電によって取り除かれるためか？）し、1 8 6
解Ａで落ち着く。
電圧は約5 8  kVでほとんど変わらず。

［９０１２１３，１３：３０頃（電圧印加時間約１９００分経過）～］
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図3   (b)  .エージング中の電圧、電流波形(2)
:V、電流は振動しながら少しずつ減少、20 uk〃Ａ程度に落ち着く。電圧は約3 8  kV、

電圧を随時わずかに上昇させると電流は上記と同じ変化を繰り返す。
[9 01213,   17:00頃（電圧印加時間約2 10 0分経過）～］
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